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短
　
歌

入
選

「
泣
か
な
い
で
！
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
」
澄
ん

だ
空
か
ら
お
日
様
の
笑
む�

手
塚
都
樹
子

畦
道
を
の
ぞ
く
下
校
の
一
年
生
「
つ
く
し
、つ
く
し
よ
ー
」

と
弾
む
声
あ
ぐ�

棚
野
　
久
子

手
際
良
く
板
樋
に
滑
ら
す
古
瓦
埃
を
の
せ
て
若
き
ら
の

汗�

粟
田
　
佐
知

も
う
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
締
め
る
こ
と
も
な
く
な
り
て
乙
女
さ

び
ゆ
く
十
七
歳
の
子
は�

木
内
　
照
代

韓
ド
ラ
の
ヒ
ロ
イ
ン
悩
ま
す
疫
病
は
五
百
年
経
て
も
尽
き

る
こ
と
な
し�

森
　
マ
ス
ミ

運
転
す
る
朝
に
替
へ
た
る
炊
事
場
の
タ
オ
ル
の
蛙
け
ふ
は

ウ
イ
ン
ク�

浅
海
　
弥
生

数
式
に
顔
を
埋
め
る
十
五
歳
総
合
選
抜
受
験
日
ち
か
し

�

竹
田
　
雪
湖

人
を
譛
え
歌
を
唄
え
ば
唇
に
紅
は
い
ら
ぬ
と
マ
ス
ク
の
つ

ぶ
や
き�

松
村
三
千
代

子
の
病
我
が
年
忘
れ
気
に
か
か
る
母
の
悩
み
は
尽
き
ぬ

も
の
ら
し�

湯
浅
　
節
子

お
う
寒
と
思
わ
ず
抱
く
両
の
手
に
主
張
す
る
が
に
固
き

乳
房
が�

西
條
　
悦
子

美
容
師
を
目
指
す
生
帆
ち
ゃ
ん
褒
め
て
や
る
敢
闘
賞
な

り
技
能
五
輪
で�

宮
城
　
幸
子

ふ
る
里
の
家
を
守
れ
る
義
姉
の
い
て
「
いつ
で
も
来
い
よ
」

の
笑
顔
が
う
れ
し�

高
尾
　
久
枝

阿南市の
先覚者たち石

灰
製
造
業
と
十
八
女
用
水

　
　
　
　
　
　
　
竹
内
十
郎
兵
衛

　
十
郎
兵
衛
の
養
父
、
竹
内
勘
兵
衛
は

近
江
国
、
現
在
の
滋
賀
県
彦
根
の
人
物

で
、
１
７
９
４
年
頃
に
四
国
遍
路
の
途

中
で
太
龍
寺
を
訪
れ
た
際
に
、
水
井
村

で
石
灰
岩
の
露
頭
を
発
見
し
た
。
勘
兵

衛
は
全
国
を
旅
し
、
鉱
物
の
知
識
に
詳

し
い
人
物
で
あ
っ
た
。
勘
兵
衛
が
四
国

遍
路
を
終
え
る
と
彦
根
藩
主
の
井
伊
氏

に
阿
波
で
見
つ
け
た
石
灰
岩
に
つ
い
て

報
告
。
井
伊
氏
は
こ
の
こ
と
を
阿
波
藩

主
蜂
須
賀
氏
に
伝
え
、
石
灰
の
製
造
を

勧
め
た
と
い
う
。
蜂
須
賀
氏
が
勘
兵
衛

に
採
掘
を
認
め
た
た
め
、
勘
兵
衛
は
十

郎
兵
衛
を
連
れ
、
１
７
９
４
年
に
加
茂

谷
へ
や
っ
て
き
た
。

　
水
井
村
に
入
っ
た
十
郎
兵
衛
は
水
井

の
人
を
雇
い
、
本
格
的
な
石
灰
の
製
造

　
郷
土
の
偉
人
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
平

成
26
年
阿
南
市
文
化
協
会
か
ら
「
阿
南

市
の
先
覚
者
た
ち
第
１
・
２
集
」
が
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
阿
南
市
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
人
た

ち
の
偉
業
を
顕
彰
し
、
後
世
に
語
り
継
ぐ

た
め
に
、
27
人
の
先
覚
者
た
ち
を
奇
数
月

に
掲
載
し
て
紹
介
し
ま
す
。

第14回

を
開
始
。
徐
々
に
成
功
を
収
め
、
毎
年

石
灰
十
万
俵
、
利
益
は
５
０
０
両
に
達

し
た
。

　
十
郎
兵
衛
は
石
灰
業
で
莫
大
な
利
益

を
得
、
そ
の
利
益
は
地
域
貢
献
の
た
め

に
使
っ
た
。「
十
八
女
用
水
」
の
建
設
で

あ
る
。

　
当
時
加
茂
谷
は
絶
え
ず
水
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
た
。
十
八
女
用
水
は
長
さ

約
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
現
在
も
そ

の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。
後
に
用
水
の

恩
恵
を
受
け
た
人
々
に
よ
っ
て
十
八
女

の
皇
子
神
社
境
内
に
顕
彰
碑
が
建
て
ら

れ
た
。

タ
ケ
ノ
コ
産
業
・
養
蚕
の
発
展
に

尽
力

　
　
　
　
　
　
　
　
東
條
作
太
郎

　
作
太
郎
は
１
８
５
４
年
に
新
野
町
で

生
ま
れ
た
。
１
９
０
２
年
、
作
太
郎
48

歳
の
時
に
村
の
同
志
ら
と
「
新
野
筍
共

同
販
売
組
合
」
を
創
立
。
仲
買
人
を
通

さ
ず
組
合
員
自
ら
が
出
荷
す
る
な
ど
共

同
販
売
の
道
を
開
拓
し
た
。
こ
の
よ
う

な
販
売
方
法
は
県
下
で
最
も
早
く
確
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
１
９
０

６
年
に
は
福
井
村
の
缶
詰
所
と
契
約

　

次
回（
11
月
号
）は
、「
デ
ィ
オ
ゴ
結
城
」を
紹
介
し

ま
す
。

参
考
資
料

「
阿
南
市
の
先
覚
者
た
ち　

第
二
集
」

２
０
１
４
・
阿
南
市
文
化
協
会

し
、
当
時
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
タ
ケ
ノ
コ
の
缶
詰
を
販
売
し
た
こ
と

に
よ
り
新
野
の
タ
ケ
ノ
コ
は
県
下
に
知

れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
作
太
郎
は
新
野
町
に
お
け
る
養

蚕
業
の
発
展
に
も
尽
力
し
た
。
大
正
時

代
に
は
繭
の
生
産
量
は
那
賀
郡
の
中
で

も
飛
び
抜
け
て
多
く
、
新
野
養
蚕
王
国

を
築
き
上
げ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
１
９
３
２
年
に
は
新
野
筍
出
荷
組
合

員
を
始
め
、
養
蚕
業
に
携
わ
る
有
志
に

よ
り
東
條
作
太
郎
翁
顕
彰
碑
が
建
て
ら

れ
た
が
、
そ
の
翌
年
１
９
３
４
年
に
81

歳
で
死
去
。
作
太
郎
の
半
生
は
タ
ケ
ノ

コ
・
養
蚕
事
業
の
発
展
と
組
合
員
の
農

業
利
益
の
増
加
と
生
活
の
安
定
の
た
め

に
力
を
注
い
だ
人
生
で
あ
っ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
　
辰
雄

　
斎
は
１
９
０
４
年
那
賀
郡
今
津
浦
村

（
現
那
賀
川
町
小
延
）に
生
ま
れ
る
。
幼

少
よ
り
運
動
能
力
に
優
れ
、
現
富
岡
西

高
校
時
代
に
は
陸
上
部
員
と
し
て
頭
角

を
現
す
。
そ
の
後
、
現
三
重
大
学
に
進

学
し
、
陸
上
競
技
で
日
本
代
表
候
補
に

選
ば
れ
た
。

問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課　

☎
22-

１
７
９
８

　
そ
し
て
１
９
２
７
年
の
第
９
回
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
代

表
と
し
て
出
場
。
斎
は
陸
上
十
種
競
技

で
12
位
の
成
績
を
残
し
た
。

　
１
９
３
０
年
に
は
極
東
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
現
ア
ジ
ア
大
会
）
に
出
場
し
、
見

事
日
本
記
録
で
優
勝
。
ま
た
日
本
選
手

権
で
は
１
９
３
２
年
ま
で
の
間
、
十
種

競
技
５
連
覇
を
達
成
す
る
。

　
１
９
３
５
年
か
ら
は
日
本
陸
上
競
技

連
盟
理
事
と
な
り
日
本
陸
上
の
発
展
に

尽
力
。
戦
後
、
本
県
の
陸
上
競
技
振
興

の
た
め
、
講
演
会
や
実
技
指
導
に
力
を

注
ぎ
、
名
古
屋
に
移
住
し
て
か
ら
も
、

中
央
大
学
の
陸
上
競
技
部
長
、
同
大
学

体
育
部
長
を
歴
任
し
た
。
斎
の
残
し
た

尊
い
経
験
や
指
導
の
記
録
は
旧
国
立
競

技
場
の
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
に
収
め
ら

れ
、
そ
の
業
績
が
長
く
顕
彰
さ
れ
た
。

※
新
国
立
競
技
場
建
設
の
た
め
移
転
、

現
在
は
別
施
設
に
保
管
。




